
元年度 計

円 円

21,780,000 21,780,000

交付金額 20,632,000 20,632,000

事業の改善措置及び今後
の対応

特になし

事業評価に際しての第三
者機関の活用の有無

無

補助事業の始期及び終期 令和元年度単年度事業

事 業 費 及 び 交 付 金 額 事業費

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知
の実施状況

【成果】
新型の消防ポンプ自動車へ更新したことにより、火災等有事に対する対
応力の強化が図られた。
【評価】
新型の消防ポンプ自動車へ更新したことにより、消防車両としての機能
及び走行性能の向上が図られ、且つ、消防資機材の積載量が増えたこ
とで、これまで以上に迅速確実な災害対応が可能となり、住民の生命と
財産を守る防災減災体制の強化を図られた。また、自主的な点検や、出
動日誌（兼）車両運行記録簿等により、故障がないことを定期的に確認
を行っていることから、火災等有事に対する対応力が強化されたと評価
できる。
【周知の実施状況】
交付金事業であることを市ホームページに掲載した。また、消防ポンプ
自動車本体に「交付金事業名」の文字入れをして、周知を行った。

実 施 場 所 滝沢市鵜飼安達１３７番地４（滝沢市消防団第10分団消防屯所）

補助事業の成果の目標

　第１０分団（姥屋敷地区）の消防ポンプ自動車は、購入後２０年以上経
過しており、故障の際の部品調達が危惧され、有事の際、活動に支障を
きたす恐れがある。
　よって、新型の消防ポンプ自動車へ更新することにより、消防車両とし
ての機能及び走行性能の向上を図り、且つ、消防資機材の積載量が増
えることで、火災等有事に対する対応力の強化を目標とする。また、各
自主防災組織等が実施する防災訓練等への参加や火災予防広報活動
を実施することで防火防災意識の向上を図る。

補 助 事 業 の 内 容 消防ポンプ自動車　１台

付紙様式第２

事　　業　　評　　価　　書

補 助 事 業 名
岩手山中演習場関連公共用施設（消防に関する施設：消防ポンプ自動
車購入）整備事業

補 助 事 業 者 名 滝沢市長　主濱　了


